
  

 
 
１．会社概要 
商号   サンエス株式会社 
業種  工業資材用撚糸加工及び樹脂加工、工業用縫糸製造販売 
所在地   〒923-0302 石川県小松市符津町ソ 62 番地 
会社設立 昭和 24 年 6 月 27 日（創立 75 周年） 
資本金  2,000 万円 
従業員  47 名（パート含む） 

 
 
２．対象範囲・組織・役割分担 
対象範囲はサンエス株式会社の本社およびすべての工場 
本社及び本社工場 石川県小松市符津町ソ６２番地 
第 3 工場 石川県小松市符津町オ６３番地、オ５０番地 
第 4 工場 石川県小松市符津町ソ６６−３番地 
日用工場 石川県小松市日用町巳１６１番地 
 
 
３．サンエス株式会社 環境経営方針 
汚染の予防及び環境保護のため、以下のテーマを定めます 
（１）地球温暖化防止と生産効率の向上のため、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 
（２）不良在庫及び工程内不適合品の低減に努めます。 
（３）廃棄物の削減及び適正処理、リサイクルの推進に努めます。 
（４）環境配慮製品の開発、製造、販売に取り組みます。 
（５）購入原材料及び事務用品のグリーン購入に取り組みます。 
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４．長期環境目標の設定 
 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 
①CO2 排出量の削減 1.63 1.61 1.60 1.58 1.57 
②廃棄物（不良品）の削減 0.28％ 0.25％ 0.20％ 0.15％ 0.10％ 

①CO2 の総排出量を、その年の総生産量で割った数値を指標にする 
②不良品によるロス（廃棄物）をその年の総生産量で割った比率を指標にする 
 
 
５．環境目標と実績（2023 年） 

 2023 年目標 2023 年実績 評価と次年度への取組 
①CO2 排出量の削減 1.58 総排出量 984,111kg 

総生産量 774,464kg 
→1.27 

目標達成。 
2024 年度については引き
続き電気量の使用効率に
留意する。 

 生産量 1kg 当たりの
電気使用量 

生産量比で昨年実
績より 1%削減 
（1.528kWh/kg） 
 

1.5071kWh/kg 
(昨年対比 2.3%削減) 
目標達成 

電力消費量の減少により
目標達成。2024年度は受注
拡大を目指す。 

生産量 1kg 当たりの
LPG 使用量 

0.403kg/kg 0.394kg/kg 
（昨年対比 0.5％削減）
目標達成 

前年同水準で目標達成。 
2024 年度についても LPG 
の使用効率に留意する。 

重油使用量 
(CO2 量／(第 2+第 3
工場生産量) 

0.38(kg-CO2/kg) 0.317(kg-CO2/kg) 
(昨年対比 23.2%削減) 
目標達成 

重油使用量大幅減少によ
り目標達成。2024 年度は生
産量増加と排出量低減を
目指す。 

②廃棄物（不良品）の 
削減 

生産量比 0.35％ 生産量比 0.48％ 
大幅未達 

ロスの多い工程を中心に
異常発生の分析を行い、発
生原因の多いものから対
策を行う。 

③環境負荷物質の監視 2023 年目標 2023 年実績 評価と次年度への取組 
 キシレン 

 
2022 年 2,961 kg 3,196kg 溶剤使用品種加工が増え

たため使用量も増加した。 
エチルベンゼン 
 

2022 年 5,499 kg 4,931kg 

ＤＭＦ 
 

2022 年 11,020 kg 11,907kg 



  

 
全体として CO2 排出量の割合の少ない LPG の使用が多くなっており、環境に配慮した 
エネルギー使用を行っています。 
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生産量比では 2017 年以降減少していますが、2020 年度は生産量が減ったため発生量も減少しま
した。しかし 2021 年度は LPG の使用量が増えたため発生量・生産量比として増加しました。 
2022 年度は、電気使用量そのものは前年の 3％減でしたが、購入電力の排出係数を環境省フォー
ムページにある排出係数一覧のものに変更しました。（2021 年度の係数は 0.593 を使用しました
が、2022 年度は 0.469 となっております）そのため総排出量が大きく減少し、従って生産量比も
大幅に改善しました。2023 年度も生産量減少にともない総排出量も減少しました。 
 
②ロス発生量の推移 

 
2018 年より本格稼働した新工場でのロス率が高く、その工場での製造工程の見直しを行い、ロス
発生について改善を行ってきましたがロス率の減少が頭打ちとなってきております。2023 年度は
ロス発生量そのものは減少しましたが総生産量の減少もありロス率は増加に転じました。今後の
対策強化として各部署でのロスの多かった原因、工程を集中的に分析しロス率の低減に努めます。 
 
③環境負荷物質の監視 

   
新規の開発案件については、水系溶剤樹脂を主体に開発する方針です。 
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６．産業廃棄物の実績 
項目 2021 年 1 月〜 

 2021 年 12 月 
2022 年 1 月〜 
 2022 年 12 月 

2023 年 1 月〜 
 2023 年 12 月 

処理方法 備考 

繊維くず 
 

26.43 トン 13.48 トン なし 固形燃料化 糸付紙管が廃プラ扱いと
なり減少した 

廃プラ 
 

2.63 トン 15.40 トン 
2.45 トン 

27.23 トン 破砕・圧縮固化 

破砕 

糸付紙管の規制が厳しく
なり、繊維くずではなく廃
プラ扱いとなり、固形燃料
化から破砕・圧縮固化に変
更になった（23.7 月より） 

廃油 
樹脂混合 

4.09 トン 4.33 トン 4.69 トン 焼却  

廃油 
 

1.04 トン 1.70 トン 1.29 トン 焼却  

引火性 
廃油 

5.33 トン 6.97 トン 8.66 トン 焼却 新規受注に使う樹脂が引
火性廃油になるため 

金属くず 
 

なし なし なし 圧縮再利用  

木くず 
 

1.33 トン 1.78 トン 3.44 トン 固形燃料化  

廃ランプ 
 

なし なし なし 破砕埋立 2020 年に蛍光灯を LED 化
したので今後発生しない。 

 
  



  

７．環境関連法規等の遵守状況 

 



  

 
 
８．その他の取組 
弊社の主力商品である工業資材用縫糸は着色が必要なものが多いのですが、その着色には通常、
非常に環境負荷の高い（水資源の使用、加温のための熱源による CO2 排出、汚染水の処理に掛か
る環境負荷などの負荷がある）染色加工が用いられます。 
弊社では、弊社の樹脂調合技術を用いて樹脂加工工程で着色する方法にて染色工程を行わず、環
境に配慮しております。 
 
９．総評 
本年度は生産量に伴い電力使用量や重油使用量も大幅に減少し生産量 1kg 当たりの電気使用量、
LPG 使用量等各目標を達成し全体では大幅な CO2 削減をすることができました。 
しかしながらロス率や廃棄物の発生は生産量が減ったにも関わらず増加となり、改善活動が足り
なかったと反省しております。 
引き続き発生原因の大きなものから集中的に発生予防策を講じ、不良品を減らすとともに、生産
効率の更なる向上を目指して活動を強化して行く所存です。 

以上 


